




 
＜目的＞ 
 日常生活での運動量の多寡が、幼児期すでに心肺機能に差を生じることを平成 10 年度に
報告した。本邦幼児の殆ど全員が保育園または幼稚園に入園している現状を考えれば①保

育園と幼稚園で保育中の運動量に差があるのか？②保母や保護者が活発、普通、おとなし

いと判断する幼児間に保育中の運動量に差があるのか？あるとすればどんなカリキュラム

時間帯に差が起こりやすいか？を調査検討し、その結果を元に幼児の総運動量を増加させ

るための対応法を見出すことは極めて重要である。 


